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1990 年ごろから始まりました。代表的な成果としては、Bruno Latour and 
Steve Woolgar の Laboratory Life があります。当研究課題に初期のころ










・ Domininique Pester, John Crige, et al., The History of Cern, 3vols: 
North-Holland, 1987-1996. 
・ Robert P. Crease, Making Physics : A Biography of Brookhaven 
National Laboratory, University of Chicago Press, 2000 
④初期の KEK についての歴史研究 
 初期の KEK についても、Lillian Hoddeson、早川先生、Morris F. Low
などが、次のような研究をしています。また、日本の原子力問題に詳しい
吉岡斉さんも、KEK 創設をめぐって、かなり辛口の評論を書いています。 
・ Lillian Hoddeson, “Estagblishing KEK in Japan and Fermilab in the 
US: Internationalism, Nationalism and High Energy Accelerators,” 
Social Studies of Science, vol. 13, No. 1, (Feb. 1983), pp. 1-48 
・ Satio Hayakawa and Morris F. Low, “Science Policy and Policies in 
Post-war Japan: the Establishment of the KEK High Energy Physics 
Laboratory,” Annals of Science 48, 1991: 207-229. 
⑤すでに蓄積された資料など 
 その他、すでに以下の資料が蓄積されています。 




・ 『共同利用機関の歴史とアーカイブズ 2004』 
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を意識しています。 
―― ただ、既存の科学史の分野では、あまりこの分野の適任者はいない
ですね。だから自分たちでやるしかない。 
伊藤 たとえば、学術行政の歴史に関心がある人や、科学史に関心がある
哲学者なども考えられますね。編集委員会も全員が執筆するわけで
はなく、批判、コメントをするだけの人もいてもいいと思います。 
―― 歴史研究のテーマとして KEKはありますが、必ずしも一本化する必
要もないので、対抗テーマが出てくるとおもしろいとおもしろいで
すね。 
―― たとえば、原子核研究所と原子力研究所についても、学術行政と科
学行政の関係の歴史や、日本の原子力開発と原子核研究の関係の歴
史は、20世紀後半の非常に大きなテーマだと思います。 
伊藤 私自身は、原子核研究所ができる頃の背景には個人的な関心がある
ので、これからも調べていきたいと思っています。 
―― そうした歴史が発掘されてくれば、またアーカイブズのモチベーシ
ョンになりますね。 
 
 
 
